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岩
倉
旦
ハ
視
の
要
請
に
よ
っ
て
、
明
治
六
年
二
月
に
太
政
官
布
告
第
六
八
号
で
、
切
支
丹
禁
制
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
た
が
、
〈
従
来

高
札
面
ノ
儀
ハ
一
般
熟
知
ノ
事
二
付
、
向
後
取
除
キ
可
申
事
〉
（
『
明
治
以
降
宗
教
制
度
百
年
史
』
∀
と
あ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教

が
、
こ
の
時
、
正
式
に
公
認
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
黙
認
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
教
師
の
布
教
活
動

が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
浦
上
信
徒
の
解
放
は
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
明
治
十
年
の
統
計
で
は
、
旧
教
の
状
勢
は
、
司
教
二
、
宣
教
師
十
六
、
信
徒
一
五
三
九
七
名
、
二
十
年
に
は
宣
教
師
七
二
、
信
徒

三
五
八
八
六
名
、
聖
堂
一
三
六
と
い
う
よ
う
に
急
増
し
て
い
っ
た
。
新
教
は
、
明
治
五
年
、
宣
教
師
バ
ラ
（
］
鵡
口
゜
口
①
＝
①
o
q
古
）
に

よ
っ
て
受
洗
し
た
信
徒
十
］
名
が
、
翌
六
年
に
は
七
五
名
、
七
年
に
は
一
一
九
名
と
い
う
よ
う
に
漸
増
し
た
が
、
十
五
年
に
は
五
〇

九
二
名
、
憲
法
に
よ
る
信
教
の
自
由
公
認
に
よ
っ
て
、
二
十
四
年
に
は
、
三
＝
二
六
二
名
と
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
（
『
明
治
以
降
宗

教
制
度
百
年
史
』
に
よ
る
。
）

　
明
治
六
年
よ
り
二
十
年
に
至
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
と
、
そ
の
教
勢
の
具
体
的
な
発
展
経
過
を
列
記
す
る
と
、
植
村
正
久
の
受
洗

（
六
年
）
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
マ
ク
レ
イ
来
日
（
同
）
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
、
英
語
学
校
創
立
（
七
年
∀
、
中
村
正
直
受
洗
（
同
）
、
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津
田
仙
受
洗
（
八
年
）
、
新
島
嚢
、
同
志
社
英
学
校
創
立
（
同
）
、
津
田
仙
、
学
農
社
設
立
（
九
年
）
、
ク
ラ
ー
ク
、
札
幌
に
来
着
、

札
幌
農
学
校
開
校
（
同
）
、
バ
チ
ェ
ラ
ー
、
函
館
着
（
十
年
）
、
日
本
基
督
一
致
教
会
成
立
（
同
）
、
東
京
一
致
神
学
校
創
立
（
同
）
、

内
村
鑑
三
受
洗
（
十
］
年
）
、
安
中
教
会
設
立
（
同
）
、
新
約
聖
書
の
和
訳
完
成
（
十
三
年
）
、
東
京
基
督
教
青
年
会
結
成
（
同
）
、
日

本
正
教
会
機
関
紙
「
正
教
新
報
」
創
刊
（
同
）
、
札
幌
基
督
教
会
設
立
（
十
五
年
）
、
安
部
磯
雄
受
洗
（
同
）
、
警
醒
社
設
立
（
十
六

年
）
、
柏
木
義
円
受
洗
（
十
七
年
）
、
東
洋
英
和
学
校
開
校
（
同
）
、
日
本
基
督
教
福
音
同
盟
会
成
立
（
十
八
年
）
、
木
村
熊
二
、
明
治

女
学
校
創
立
（
同
）
、
日
本
組
合
基
督
教
会
設
立
（
十
九
年
）
、
押
川
方
義
、
仙
台
神
学
校
創
立
（
同
）
、
小
崎
弘
道
、
番
町
教
会
設

立
（
同
）
、
矢
島
揖
子
、
東
京
婦
人
矯
風
会
設
立
（
同
）
、
明
治
学
院
創
立
（
二
十
年
）
、
日
本
聖
公
会
成
立
（
同
）
、
植
村
正
久
、
一

番
町
教
会
設
立
（
同
）
、
石
井
十
次
、
岡
山
孤
児
院
設
立
（
同
）
、
熊
本
英
学
校
創
立
（
同
）
、
北
越
英
学
校
創
立
（
同
）
、
テ
ス
ト
ヴ

ィ
ッ
ド
師
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
山
復
生
病
院
設
立
（
同
）
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
派
の
宣
教
師
ナ
ッ
プ
来
朝
（
同
）
、
、
旧
約
聖
書
の
和
訳
完

成
（
同
）
な
ど
、
明
治
二
十
年
は
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
の
活
動
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
。

　
な
お
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
日
本
に
お
け
る
初
代
キ
リ
ス
ト
教
界
の
先
駆
者
（
特
に
新
教
に
多
い
）
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
宗

教
者
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
こ
の
間
に
頭
角
を
現
わ
し
て
お
り
、
単
に
伝
道
布
教
だ
け
で
な
く
、
教
育
や
社
会
福
祉
事
業
に
ま
で
、

幅
広
い
実
践
的
活
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
た
。

　
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
切
支
丹
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
迫
害
と
排
撃
は
続
い
て
い
た
が
、
神
儒
仏
を
代
表
し
て
、
キ

リ
ス
ト
教
批
判
と
排
撃
の
中
心
と
な
っ
て
き
た
の
は
、
仏
教
側
で
あ
る
。
特
に
解
禁
後
か
ら
こ
の
二
十
年
前
後
に
か
け
て
は
、
キ
リ

ス
ト
教
の
進
攻
に
対
し
て
、
仏
教
を
防
衛
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
を
排
撃
す
る
と
い
う
一
般
の
風
潮
の
な
か
に
あ
っ
て
、
仏
教
側

の
活
動
が
め
ざ
ま
し
か
っ
た
．
。
し
か
も
そ
れ
が
、
仏
耶
二
教
の
対
立
的
抗
争
と
い
う
形
を
と
っ
た
こ
と
も
、
明
治
宗
教
史
に
お
け
る

注
目
［
す
べ
き
状
況
で
あ
っ
た
。
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明
治
二
十
六
年
、
哲
学
書
院
か
ら
神
崎
一
作
編
「
破
邪
叢
書
』
全
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
、
排

耶
論
、
耶
蘇
教
批
判
論
の
文
献
を
集
録
し
た
重
要
資
料
集
で
あ
る
。
本
書
に
収
め
ら
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
私
の
蒐
書
を
あ
わ
せ
、

そ
の
主
要
な
る
も
の
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
（
（
）
の
な
か
は
刊
行
年
次
。
外
国
人
著
の
翻
訳
書
は
省
略
）

　
○
明
治
以
前
（
幕
末
期
）

　
『
閣
邪
小
言
』
（
安
政
4
）
、
『
閥
邪
管
見
録
』
（
万
延
1
）
、
『
斥
耶
蘇
』
（
文
久
P
）
、
『
閑
邪
存
誠
』
（
慶
応
1
）
、
『
斥
邪
漫
筆
』

　
（
同
）
、
『
寒
更
霰
語
』
（
同
）
『
護
国
新
論
』
（
同
4
）
、
『
耶
蘇
結
末
記
』
（
同
）
、
『
邪
教
始
末
』
（
？
）

　
○
明
治
以
後
（
二
十
年
ま
で
）

　
『
笑
耶
論
＝
（
明
治
2
）
、
『
耶
蘇
一
代
弁
妄
記
』
（
同
7
）
、
『
復
活
新
論
』
（
同
8
）
、
『
耶
蘇
教
国
害
論
』
（
同
1
4
）
、
『
耶
蘇
教
の
無

　
道
理
』
（
同
1
4
）
、
「
新
約
全
書
非
福
音
論
』
（
同
1
5
）
、
『
耶
蘇
教
新
論
』
（
同
）
、
『
破
邪
顕
正
論
』
（
同
）
、
『
新
約
全
書
弾
駁
』
（
同

　
1
6
）
、
『
群
難
一
鶴
』
（
同
1
7
）
、
『
洋
教
弁
略
』
（
同
1
8
）
、
『
弁
斥
魔
教
論
』
（
同
1
9
）
、
『
耶
蘇
教
審
判
』
（
同
2
0
）
、
『
哲
学
一
斑
無
神

　
概
論
｝
（
同
）
、
『
真
正
哲
学
無
神
論
』
（
同
）
、
『
排
邪
見
正
』
（
？
）

　
こ
れ
ら
の
排
耶
論
の
な
か
で
、
井
上
学
祖
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
書
の
刊
行
は
、
明
治
十
八
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
幕
末

期
の
杷
憂
道
人
（
鵜
飼
徹
定
）
と
と
も
に
、
井
上
学
祖
の
活
動
は
、
排
耶
論
者
の
急
先
鋒
と
も
い
う
べ
き
積
極
的
組
織
的
な
姿
勢
を

示
し
て
い
た
。
多
数
の
哲
学
書
や
仏
教
学
書
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
の
学
祖
の
著
書
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
『
破
邪
新
論
』
（
明
治
1
8
、

本
書
の
要
点
は
、
『
真
理
金
針
』
（
初
編
）
に
再
録
）
、
『
仏
教
活
論
序
論
』
（
同
2
0
）
、
『
仏
教
活
論
本
論
第
］
』
（
同
、
「
破
邪
活
論
」
）
、

『
仏
教
活
論
本
論
第
二
編
』
（
同
、
「
顕
正
活
論
」
）
、
「
仏
教
活
論
本
論
第
三
編
』
（
大
正
9
年
、
「
護
法
活
論
」
）
、
『
真
理
金
針
』
（
明
治

1
9
・
－
2
4
、
初
編
・
続
編
・
続
々
編
）
、
『
宗
教
新
論
』
（
同
2
1
）
な
ど
の
多
く
が
、
排
耶
論
に
ふ
れ
て
い
た
。
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こ
れ
ま
で
の
宗
教
史
家
や
宗
教
学
者
に
よ
っ
て
、
井
上
学
祖
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
が
、
ど
の
よ
う
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
か
、
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1

主
要
な
論
究
と
考
察
を
次
に
要
約
し
て
み
よ
う
。

　
中
村
元
氏
が
『
日
本
思
想
史
』
（
春
日
屋
伸
昌
編
訳
）
で
論
述
し
た
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
論
争
」
（
第
四
章
）
は
、
江
戸
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
う
さ
ん

代
初
期
の
幡
随
意
上
人
白
道
と
鈴
木
正
三
の
反
キ
リ
ス
ト
教
活
動
に
問
題
の
焦
点
を
お
い
て
い
る
。
特
に
明
治
期
の
キ
リ
ス
ト
教
批

判
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
氏
の
考
察
か
ら
重
要
な
示
唆
が
与
え
ら
れ
る
の
で
、
特
に
こ
こ
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　
江
戸
時
代
初
期
に
あ
っ
て
は
、
仏
教
者
の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
理
解
が
浅
く
、
理
論
的
な
批
判
を
せ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
は
国
禁
の
宗

教
で
あ
り
、
魔
術
を
弄
す
る
邪
教
で
あ
る
と
し
て
排
撃
し
て
い
た
。
こ
の
時
代
に
、
曹
洞
禅
僧
で
あ
る
鈴
木
正
三
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
本
質
を
的
確
に
把
握
し
、
『
で
う
す
問
答
』
『
破
吉
利
支
丹
』
の
二
書
を
著
作
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
、
合
理
的
な
批
判
を
加

え
た
希
有
な
人
物
で
あ
る
。
中
村
氏
は
、
正
三
の
教
義
批
判
に
つ
い
て
〈
そ
の
批
判
は
お
お
ま
か
に
い
っ
て
二
つ
の
型
に
分
類
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
第
一
の
型
は
近
代
西
洋
の
哲
学
書
や
思
想
家
の
批
判
と
類
似
し
て
お
り
、
第
二
の
型
は
仏
教
の
教
義
に
固
有
な
哲
学

的
基
盤
に
由
来
す
る
。
〉
と
の
結
論
を
与
え
た
。
ま
た
正
三
は
、
キ
リ
ス
ト
教
で
説
く
奇
跡
や
不
可
思
議
を
否
定
非
難
し
た
。
奇
跡

信
仰
を
批
判
し
た
こ
と
は
、
正
三
の
合
理
主
義
的
な
論
法
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
、
西
洋
近
代
の
自
然
科
学
を
十
分

に
理
解
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
が
、
中
村
氏
は
、
〈
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
を
一
つ
の
哲
学
体
系
と
み
て
、
合
理
的
な
観
点
か
ら
批
判

し
て
い
る
。
（
中
略
）
そ
の
合
理
主
義
は
一
部
は
西
洋
で
の
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
合
理
主
義
的
批
判
と
合
致
し
、
一
部
は
仏
教
の

合
理
主
義
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
〉
と
高
く
評
価
し
た
。

　
そ
し
て
、
中
村
氏
が
、
正
三
の
批
判
の
正
当
性
を
認
め
た
の
は
、
彼
が
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
に
深
く
通
じ
て
い
る
う
え

で
、
仏
耶
を
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
教
義
を
中
心
に
す
え
て
批
判
論
評
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
本
質

的
な
キ
リ
ス
ト
教
批
判
は
、
江
戸
期
か
ら
近
代
（
井
上
学
祖
の
こ
ろ
）
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
排
耶
論
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
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れ
ま
で
の
排
耶
論
は
、
国
家
や
政
治
と
の
関
係
と
か
、
仏
教
側
の
護
法
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
、
ま
た
独
善
的
な
国
粋

主
義
の
強
調
に
終
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
正
三
の
批
判
の
核
心
部
分
に
つ
い
て
、
中
村
氏
の
指
摘
を
要
約
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
全
知
全
能
の
唯
一
人
格
神
が
、

不
完
全
な
世
界
と
人
間
を
創
造
し
た
こ
と
へ
の
疑
義
、
奇
跡
信
仰
の
否
定
、
他
神
や
日
月
崇
拝
を
無
視
す
る
こ
と
へ
の
非
難
で
あ
る
。

し
か
し
、
批
判
の
中
心
が
、
仏
耶
二
教
の
思
想
的
基
盤
で
あ
る
教
義
に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
に
、
正
三
の
独
自
性
が
あ
る
の
で
、
こ
の
点

に
つ
い
て
、
中
村
氏
は
、
〈
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
れ
ば
、
実
在
で
あ
る
神
が
、
実
体
的
な
世
界
を
創
造
し
、
人
々
に
実
在
的
な
苦
悩
を

与
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
仏
教
の
用
語
を
使
え
ば
、
人
間
の
「
輪
廻
」
が
「
実
在
」
と
し
て
固
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ロ
つ

の
輪
廻
は
、
苦
悩
に
基
づ
い
て
い
る
と
し
て
も
、
空
と
考
え
ら
れ
る
究
極
者
に
転
ず
る
基
盤
を
も
た
な
い
。
実
在
と
考
え
ら
れ
る
世

界
の
創
造
者
が
や
は
り
実
在
と
考
え
ら
れ
る
神
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
て
創
造
さ
れ
た
人
間
が
否
定
へ
と
転
ず
る
こ
と
は
論
理
的

に
不
可
能
で
あ
る
。
永
遠
の
実
在
は
自
己
自
身
の
実
在
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
他
方
、
仏
教
で
は
実
在
の
あ
り
の
ま
ま

の
あ
り
方
の
認
識
で
あ
る
「
空
」
が
究
極
の
実
在
で
あ
る
と
考
え
る
。
人
間
が
悪
と
苦
に
満
ち
た
輪
廻
に
入
っ
た
り
そ
こ
か
ら
出
た

り
で
き
る
の
は
、
行
為
の
可
能
性
が
否
定
性
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
（
中
略
）
仏
教
の
絶
対
者
が
永
遠
に
衆
生
を

済
度
し
う
る
の
は
、
ま
さ
し
く
仏
教
の
絶
対
者
が
否
定
に
お
け
る
絶
対
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
仏
教
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
派
は
こ
の
絶
対

否
定
者
に
異
な
っ
た
名
を
与
え
て
い
る
が
、
本
質
的
に
は
同
じ
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
本
来
、
衆
生
は
こ
の
絶
対
者
と
同
一
で
あ
る
。

救
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
本
来
の
存
在
へ
と
戻
る
こ
と
で
あ
る
。
（
中
略
）
正
三
の
論
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
者
は
存
在
の

究
極
の
根
拠
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
い
う
人
物
の
特
性
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仏
教
に

よ
る
と
、
衆
生
は
す
べ
て
究
極
者
そ
の
も
の
を
知
る
こ
と
に
よ
り
救
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
衆
生
は
た
だ
み
ず
か
ら
の
誤
解
を

捨
て
去
る
だ
け
で
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
仏
教
の
究
極
的
「
存
在
」
は
、
一
切
衆
生
が
救
済
さ
れ
る
ま
で
活
動
を
や
め
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な
い
神
秘
的
で
す
ば
ら
し
い
普
遍
的
な
機
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
絶
対
者
で
あ
る
以
上
、
た
と
え
仏
教
の
伝
統
に
属
し
て
い
な
い
も
の

で
も
、
衆
生
の
た
め
に
活
動
す
る
一
切
の
神
的
存
在
は
こ
の
絶
対
者
の
顕
現
で
あ
る
。
（
中
略
）
他
方
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
と
、

救
済
は
神
の
ひ
と
り
子
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
。
〉
と
解
説
し
て
い
る
。

　
な
お
正
三
論
の
終
り
に
、
中
村
氏
は
、
強
固
な
中
央
集
権
的
封
建
体
制
の
な
か
に
あ
っ
て
、
正
三
の
批
判
が
、
非
常
に
近
代
的
で

あ
る
こ
と
を
称
揚
し
な
が
ら
も
、
一
般
的
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
批
判
に
お
い
て
、
そ
の
基
準
と
な
る
価
値
判
断
が
、
限
定
さ
れ
た
体

制
の
代
表
者
の
み
を
尊
重
し
て
評
価
す
る
狭
量
な
傾
向
が
［
口
本
に
は
あ
る
た
め
、
正
三
の
よ
う
な
進
歩
的
革
新
的
な
宗
教
思
想
家
の

正
当
な
姿
勢
は
、
十
分
に
理
解
さ
れ
ず
、
そ
の
後
継
者
の
出
現
も
、
つ
い
に
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
結
ん
で
い
る
。

　
井
上
学
祖
が
、
そ
の
よ
う
な
批
判
者
の
一
人
と
し
て
、
鈴
木
正
三
の
後
継
者
で
あ
る
と
断
言
す
る
の
で
は
な
い
が
、
十
六
、
七
世

紀
の
こ
ろ
に
、
突
如
出
現
、
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
よ
う
な
稀
有
な
活
動
を
残
し
た
正
三
と
ほ
ぼ
同
じ
立
場
と
方
法
に
お
い
て
、
排
耶

論
を
お
し
進
め
た
の
は
井
上
学
祖
で
あ
っ
た
。
西
洋
哲
学
と
自
然
科
学
の
、
方
法
と
理
解
を
も
ち
、
仏
教
哲
学
を
究
め
た
仏
教
学
者

で
あ
る
学
祖
の
批
判
は
、
徹
底
し
た
西
洋
哲
学
の
理
論
と
合
理
主
義
、
特
に
科
学
的
方
法
と
し
て
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
学
説
（
ダ
ー

ウ
ィ
ニ
ズ
ム
）
を
援
用
、
宗
教
進
化
論
に
ま
で
展
開
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
裁
断
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
あ
る
面
で
は
、
正
三
の
論

法
を
一
層
具
体
的
に
進
め
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
『
明
治
文
化
史
』
の
第
六
巻
（
宗
教
編
）
の
第
五
節
は
、
「
破
邪
顕
正
運
動
と
仏
教
の
復
興
」
と
し
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
側

よ
り
す
る
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
護
法
運
動
は
、
当
時
「
破
邪
顕
正
」
運
動
と
も
い
わ
れ
た
。
明
治
期
に
お
け
る
仏
教
護
法
論
は
、

そ
の
内
容
が
、
国
家
主
義
的
か
現
世
主
義
的
の
色
彩
が
強
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
〈
仏
教
の
近
代
化
〉
を
不
徹
底
に
終
ら
せ
た
原
因
で

あ
る
と
、
筆
者
は
説
い
て
い
る
。
学
祖
に
つ
い
て
は
、
〈
彼
は
、
宗
教
の
信
仰
は
理
論
的
に
も
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
な
し
、

キ
リ
ス
ト
教
々
理
の
不
合
理
性
を
指
摘
し
て
、
仏
教
の
教
理
が
極
め
て
合
理
的
に
し
て
優
越
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
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（
中
略
）
そ
の
所
説
は
、
西
洋
哲
学
の
ふ
か
い
造
詣
を
背
景
と
し
、
堂
々
た
る
学
問
的
態
度
を
持
し
〉
て
い
る
と
の
評
価
を
与
え
て

い
る
．
、

　
鈴
木
範
久
氏
の
『
明
治
宗
教
思
潮
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
真
宗
本
願
寺
派
の
学
林
で
は
、
一
八
六
八
年
（
慶
応
四
年
）
に
、
「
破

邪
学
科
」
が
設
置
さ
れ
た
と
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
を
邪
教
と
し
て
こ
れ
を
排
撃
す
る
の
が
破
邪
学
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
キ

リ
ス
ト
教
の
研
究
も
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
へ
破
邪
学
の
系
統
か
ら
は
、
井
上
円
了
が
出
て
、
『
破
邪
新
論
』
（
中
略
）
な
ど

を
著
し
、
キ
リ
ス
ト
教
排
撃
運
動
の
先
頭
に
立
っ
た
。
〉
と
記
し
て
い
る
。

　
井
上
学
沮
の
宗
教
思
想
及
び
破
邪
論
（
キ
リ
ス
ト
教
批
判
論
）
に
、
決
定
的
な
解
釈
と
解
明
を
与
え
た
研
究
は
、
池
田
英
俊
氏
の

著
『
明
治
の
新
仏
教
運
動
』
で
あ
る
。
そ
の
第
五
章
の
「
仏
教
の
哲
学
的
形
成
と
破
邪
顕
正
運
動
」
に
お
い
て
、
井
上
学
祖
を
と
り

あ
げ
、
氏
は
、
学
祖
の
日
本
主
義
に
〔
政
教
社
（
明
治
二
十
一
年
結
成
）
の
設
立
主
旨
に
み
る
よ
う
に
、
日
本
主
義
が
、
偏
狭
独
善

的
な
国
梓
主
義
で
は
な
い
こ
と
の
理
解
を
前
提
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
〕
言
及
、
〈
こ
の
日
本
主
義
を
基
調
と
す
る
学
問
の
独
立

の
精
神
は
、
福
沢
諭
吉
・
大
隈
重
信
な
ど
の
在
野
精
神
と
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
。
円
了
の
啓
蒙
活
動
は
、
欧
化
主
義
に
心
酔

す
る
人
々
に
、
自
己
の
存
在
に
つ
い
て
の
自
覚
を
促
し
、
日
本
人
と
し
て
の
主
体
性
の
回
復
を
目
指
し
、
批
判
精
神
と
と
も
に
、
国

粋
保
存
の
主
義
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
彼
の
批
判
的
精
神
は
、
教
学
の
面
で
は
破
邪
顕
正
運
動
と
し
て
展
開
さ

れ
〉
た
と
し
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
批
判
を
目
標
と
す
る
破
邪
論
の
内
容
を
、
『
真
理
金
針
』
三
編
か
ら
帰
納
し
て
説
い
て
い
る
。

　
井
上
学
祖
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
要
点
に
つ
い
て
、
氏
は
、
〈
キ
リ
ス
ト
教
の
「
天
帝
創
造
」
の
説
と
、
仏
教
の
「
唯
心
因
果
」

の
原
理
と
対
比
し
た
結
果
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
が
哲
学
・
理
学
の
真
理
と
合
致
し
な
い
と
の
理
由
で
、
あ
ら
た
め
て
理
論
上
キ
リ
ス

ト
教
を
破
斥
す
る
余
地
の
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た
〉
と
な
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
〈
従
来
の
心
情
的
な
排
耶
蘇
教
観
を
超
え
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
3

す
る
姿
勢
と
、
仏
基
両
教
が
宗
教
と
し
て
原
理
を
同
一
に
す
る
ゆ
え
に
、
理
論
上
枝
葉
末
節
に
つ
い
て
の
破
斥
は
で
き
て
も
、
そ
の
　
ー



根
本
原
理
に
つ
い
て
は
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
学
究
的
態
度
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
円
了
は
、
キ
リ
ス

ト
教
の
み
な
ら
ず
仏
教
自
身
に
つ
い
て
も
破
邪
顕
正
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
〉
い
る
よ
う
に
、
根
本
原
理
に
お
い
て

は
、
仏
耶
が
全
く
相
反
す
る
宗
教
で
は
な
い
こ
と
を
、
学
祖
は
み
と
め
て
い
た
と
つ
け
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
な
宗
教
学
者
に
よ
る
破
邪
論
の
考
察
は
、
そ
の
と
り
あ
げ
た
学
祖
の
著
作
が
、
『
仏
教
活
論
』
や
『
真
理
金

針
』
を
中
心
に
な
さ
れ
て
き
た
。
学
祖
の
破
邪
顕
正
論
（
キ
リ
ス
ト
教
批
判
）
の
出
発
点
と
な
っ
た
『
破
邪
新
論
』
は
、
与
え
た
反

響
は
ま
だ
十
分
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
や
は
り
明
治
十
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
『
破
邪
新
論
』
が
礎
石
で
あ
り
、
こ
れ
に
も

と
つ
い
て
論
を
整
理
・
敷
術
・
展
開
し
た
の
が
、
『
仏
教
活
論
』
と
『
真
理
金
針
』
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
説
論
を
集
約
・
総
括
し

た
も
の
が
、
明
治
二
十
一
年
刊
行
の
『
宗
教
新
論
』
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
諸
家
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
と
り
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
重
要
著
作
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
『
破
邪
新
論
』
と
『
宗
教
新
論
』
を
通
し
て
、
改
め
て
学
祖
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
の
要
点
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
学
祖
は
、
『
破
邪
新
論
』
の
巻
頭
で
、
〈
耶
蘇
教
ノ
所
説
論
理
二
合
格
セ
ズ
事
情
二
適
合
セ
ザ
ル
諸
点
ヲ
左
二
掲
ゲ
テ
一
々
論
及
ス

ベ
シ
〉
と
し
て
、

第
一
　
地
球
中
心
説

第
三
　
自
由
意
志
説

第
五
　
神
力
不
測
説

第
七
　
心
外
有
神
説

第
九
　
真
理
標
準
説

第
十
一
　
東
洋
無
教
説

第
二
　
人
類
主
長
説

第
四
　
善
悪
禍
福
説

第
六
　
時
空
終
始
説

第
八
　
物
外
有
神
説

第
十
　
教
理
愛
遷
説

第
十
二
　
人
種
起
源
説
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の
十
二
項
目
を
あ
げ
、
〈
此
十
二
題
ハ
耶
蘇
教
ノ
難
鮎
ニ
シ
テ
蓋
シ
今
日
ト
錐
モ
其
學
者
中
能
ク
之
ヲ
謹
明
ス
ル
モ
ノ
ナ
カ
ル
ヘ
シ
〉

と
つ
け
加
え
、
論
破
の
観
点
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
理
論
上
、
耶
蘇
教
を
排
す
る
総
括
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
点
を
末
尾
に
あ
げ

て
い
る
。

　
第
一
　
耶
蘇
教
ノ
創
造
説
ハ
理
學
ノ
進
化
論
ト
両
立
ス
可
ラ
サ
ル
事

　
第
二
　
天
帝
ト
時
空
ノ
関
係
明
カ
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト

　
第
四
　
天
帝
ト
物
心
ノ
関
係
明
カ
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト

　
第
五
　
天
帝
ト
可
知
不
可
知
ノ
関
係
明
カ
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト

　
第
六
　
天
帝
自
在
力
ヲ
有
ス
ル
所
以
明
カ
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト

　
第
七
　
天
帝
ト
因
果
ノ
関
係
明
カ
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト

　
第
八
　
天
帝
ト
真
理
ノ
関
係
明
カ
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト

　
第
九
　
天
帝
ト
善
悪
賞
罰
ノ
関
係
明
カ
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト

　
第
十
　
人
ト
動
植
ノ
匿
別
判
然
タ
ラ
サ
ル
コ
ト

　
第
十
一
　
耶
蘇
教
二
確
乎
タ
ル
定
説
ナ
キ
コ
ト

　
次
に
、
学
祖
の
批
判
の
核
心
と
も
い
う
べ
き
天
帝
（
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
神
）
の
実
在
と
、
そ
の
働
き
と
し
て
の
創
造
（
学
祖
は
、

こ
の
両
者
を
あ
わ
せ
て
天
帝
創
造
説
と
い
う
）
に
つ
い
て
の
個
処
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
何
レ
ニ
シ
テ
モ
天
帝
ノ
目
的
知
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
唯
我
人
ノ
知
ル
ベ
キ
ハ
人
ノ
善
ヲ
ナ
シ
悪
ヲ
ナ
ス
モ
天
帝
之
レ
ヲ
創
造
ス
ル

　
ト
キ
ニ
已
二
之
ヲ
知
リ
之
ヲ
定
メ
タ
ル
ニ
ア
リ
天
帝
之
ヲ
定
メ
之
ヲ
知
リ
テ
人
ヲ
作
リ
其
善
ヲ
ナ
ス
カ
悪
ヲ
ナ
ス
カ
ノ
結
果
ヲ
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
5

　
テ
樂
ム
ハ
小
見
ノ
遊
嬉
ノ
如
シ
若
シ
然
ラ
バ
天
帝
ノ
人
ヲ
造
ル
ハ
一
場
ノ
戯
二
過
キ
ズ
ト
云
フ
モ
不
可
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
且
ツ
天
帝
　
1



ノ
創
造
説
ヲ
信
ズ
ル
ト
キ
ハ
耶
蘇
教
者
ノ
人
二
善
ヲ
勧
メ
悪
ヲ
戒
ム
ル
ノ
意
解
ス
ベ
カ
ラ
ズ
耶
蘇
教
者
ノ
教
フ
ル
所
ヲ
信
ス
ル
ト

キ
ハ
天
帝
ノ
人
ヲ
創
造
シ
テ
其
善
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
カ
悪
ヲ
ナ
ス
ヘ
キ
カ
ヲ
始
メ
ヨ
リ
知
リ
始
メ
ヨ
リ
定
メ
タ
ル
ノ
意
又
解
ス
ベ
カ
ラ

ス
天
帝
ノ
創
造
真
ナ
レ
バ
耶
蘇
教
ノ
勧
善
懲
悪
ハ
偽
ナ
リ
耶
蘇
教
ノ
勧
善
懲
悪
真
ナ
レ
バ
天
帝
ノ
創
造
非
ナ
リ
ニ
者
同
時
二
真
ナ

ル
能
ハ
ザ
ル
ハ
論
理
上
ノ
規
則
ナ
リ

先
キ
ニ
已
二
論
ス
ル
如
ク
天
帝
ノ
何
タ
ル
ヲ
究
メ
テ
其
極
点
二
達
ス
レ
ハ
天
帝
ハ
我
人
ノ
知
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
者
ト
云
フ
ヨ
リ
外
ナ

シ
已
二
知
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
者
ヲ
論
シ
テ
尚
ホ
天
帝
ハ
萬
物
ヲ
造
出
セ
リ
我
人
ハ
天
帝
ノ
子
孫
ナ
リ
等
ト
云
フ
ハ
是
レ
天
帝
ヲ
知
ル

モ
ノ
ト
定
メ
サ
ル
ベ
カ
ラ
ス
一
体
ノ
天
帝
ニ
シ
テ
同
時
二
不
可
知
的
ト
ナ
リ
又
可
知
的
ト
ナ
ル
ハ
論
理
ノ
許
サ
ぐ
ル
所
ナ
リ
故
二

耶
蘇
教
者
ノ
論
前
後
倒
着
ノ
過
失
ヲ
免
レ
ズ
ト
知
ル
ベ
シ
今
又
一
歩
ヲ
進
メ
テ
此
点
ヲ
考
フ
ル
ニ
髪
二
天
帝
ヲ
以
テ
知
ル
ベ
カ
ラ

サ
ル
モ
ノ
ト
信
ズ
ル
モ
知
ル
ベ
キ
モ
ノ
ト
思
フ
モ
共
二
我
人
ノ
思
想
ノ
範
囲
内
二
生
シ
テ
到
底
其
範
囲
ヲ
脱
ス
ベ
カ
ラ
サ
ル
ハ
瞭

然
タ
リ

天
帝
創
造
説
ハ
論
理
ノ
原
則
二
基
キ
テ
起
リ
シ
ヤ
疑
ヲ
容
レ
ス
其
原
則
ト
ハ
即
チ
因
果
ノ
理
法
ニ
シ
テ
一
因
ア
レ
ハ
必
ス
其
果
ア

リ
一
果
ア
レ
ハ
必
ス
其
因
ア
リ
ト
云
フ
是
ナ
リ
人
已
二
此
理
法
ヲ
知
リ
テ
果
ヲ
見
テ
因
ヲ
求
ム
ル
ニ
至
リ
始
メ
テ
今
日
目
前
二
現

ス
ル
所
ノ
萬
物
萬
象
ヲ
見
テ
其
起
源
ア
ル
ヲ
想
出
シ
遂
二
天
地
ノ
一
大
因
タ
ル
天
帝
ノ
存
ス
ル
所
以
ヲ
考
定
セ
シ
ハ
必
然
ナ
リ

凡
ソ
子
ア
レ
ハ
必
ス
父
ア
リ
父
ア
レ
ハ
必
ス
其
元
祖
ナ
ク
ン
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
サ
ル
ノ
理
ヲ
推
シ
テ
我
人
皆
天
帝
ノ
子
孫
ナ
ル
コ
ト

ヲ
知
ル
ニ
至
リ
又
人
已
二
然
レ
ハ
動
物
モ
植
物
モ
国
土
山
川
モ
日
月
星
辰
モ
皆
其
本
源
ナ
カ
ラ
サ
ル
ノ
理
ヲ
推
シ
テ
天
帝
創
造
ノ

説
起
ル
ニ
至
ル
ヤ
亦
瞭
然
タ
リ

因
果
ノ
道
理
ア
リ
テ
始
メ
テ
天
帝
説
起
ル
ヤ
已
二
瞭
然
タ
リ
初
メ
テ
天
帝
ア
ル
ヲ
知
リ
テ
後
因
果
ノ
理
起
ル
ニ
ア
ラ
サ
ル
ハ
三
尺

ノ
童
子
モ
容
易
ク
了
ス
ベ
シ
果
シ
テ
然
ラ
ハ
因
果
ハ
本
ナ
リ
天
帝
ハ
末
ナ
リ
因
果
理
法
ノ
界
内
ノ
一
隅
ヲ
占
有
ス
ル
モ
ノ
是
レ
天
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帝
説
ナ
リ
若
シ
之
ヲ
謹
セ
ン
ト
欲
セ
ハ
宣
ク
因
果
ノ
理
ヲ
空
ス
ベ
シ
因
果
ノ
理
ヲ
空
ス
レ
ハ
天
帝
説
立
ロ
ニ
滅
ス
ベ
シ
ト
錐
モ
天

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
む
　
　
　
ロ
ァ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ニ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ロ
　
　
　
　

　
帝
説
ヲ
空
ス
ル
モ
因
果
ノ
理
ハ
依
然
ト
シ
テ
存
ス
ヘ
キ
ナ
リ
（
中
略
）
佛
教
ノ
因
果
ノ
道
理
ヲ
本
ト
シ
テ
其
教
ヲ
立
ツ
ル
ハ
天
帝

　
コ
　
　
　
つ
　
　
　
ド
　
　
　
プ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
モ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

　
ノ
創
造
説
二
勝
ル
コ
ト
万
々
ナ
リ
畢
究
耶
蘇
教
モ
其
範
囲
ノ
一
隅
二
幡
居
葡
葡
ス
ル
ニ
過
ギ
ス

　
再
ビ
進
テ
因
果
ノ
何
タ
ル
ヲ
考
フ
レ
ハ
是
レ
論
理
ノ
規
則
ナ
ル
ヲ
知
ル
論
理
中
已
知
ヨ
リ
未
知
二
及
ボ
シ
近
キ
ヨ
リ
遠
キ
ニ
及
ボ

　
ス
ハ
皆
因
果
ノ
関
係
二
基
キ
テ
次
第
二
其
理
脈
ヲ
追
尋
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ズ
耶
蘇
教
二
於
テ
天
帝
ヲ
立
ツ
ル
全
ク
此
理
二
由
ル
且
ツ

　
夫
レ
耶
蘇
教
者
ノ
自
教
ヲ
真
ト
ス
ル
モ
他
教
ヲ
邪
ト
ス
ル
モ
他
教
ノ
自
教
ヲ
駁
シ
テ
邪
教
ト
ス
ル
モ
自
教
ノ
之
二
封
シ
テ
他
教
ヲ

　
返
駁
ス
ル
モ
皆
論
理
ナ
リ
我
力
斯
ク
論
ス
ル
モ
論
理
ナ
リ
斯
ク
論
ス
ル
ヲ
論
理
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
亦
論
理
ナ
リ
是
ヲ
以
テ
之
ヲ
推
ス

　
ニ
耶
蘇
教
ハ
到
底
論
理
ノ
範
囲
ヲ
脱
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ハ
晴
天
二
白
日
ヲ
観
ル
ガ
如
ク
明
カ
ナ
リ
ト
知
ル
ヘ
シ
他
語
以
テ
之
ヲ

　
言
ヘ
バ
先
ツ
論
理
ア
リ
テ
後
天
帝
ア
リ
天
帝
ア
リ
テ
後
論
理
ア
ル
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
即
チ
天
帝
ハ
全
ク
論
理
ノ
造
出
形
成
ス
ル
モ

　
ノ
ニ
外
ナ
ラ
ス
ト
知
ル
ベ
シ

　
学
祖
は
、
こ
の
よ
う
な
立
論
に
お
い
て
、
神
の
実
在
と
創
造
を
論
破
、
そ
の
成
立
事
情
を
指
摘
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
ざ
　
　
　
ト
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
シ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

法
の
真
意
は
、
〈
今
之
ヲ
帰
結
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
當
リ
耶
蘇
教
ノ
創
造
説
ト
佛
教
ノ
唯
心
論
ト
ヲ
比
較
シ
テ
執
レ
カ
最
モ
論
理
二
適
合

ス
ル
カ
ヲ
讃
示
ス
ル
ヲ
必
要
ナ
リ
ト
ス
〉
〈
天
帝
創
造
ハ
耶
蘇
教
ノ
根
本
説
ナ
リ
唯
心
因
果
ハ
佛
教
ノ
原
理
ナ
リ
此
二
鮎
二
阪
納
シ

テ
両
教
ノ
雌
雄
ヲ
較
ス
ル
ニ
耶
蘇
教
ハ
遠
ク
佛
教
二
及
バ
ザ
ル
コ
ト
一
見
瞭
然
タ
リ
是
予
ガ
理
論
上
耶
蘇
教
ヲ
排
セ
シ
所
以
ナ
リ
〉

と
い
う
よ
う
に
、
進
化
論
を
基
盤
と
す
る
自
然
科
学
の
論
理
と
、
仏
教
哲
学
を
構
成
す
る
唯
心
因
果
の
論
理
を
中
心
に
し
て
、
キ
リ

ス
ト
教
思
想
の
根
源
を
な
す
天
帝
創
造
説
に
解
析
的
批
判
を
与
え
た
。
そ
の
結
果
、
〈
論
理
ア
リ
テ
後
天
帝
ア
リ
（
中
略
）
天
帝
ハ

全
ク
論
理
ノ
造
出
形
成
ス
ル
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ
ズ
〉
と
説
き
、
『
宗
教
新
論
』
で
は
、
〈
天
帝
ハ
想
像
上
ノ
天
帝
〉
（
十
二
節
）
で
あ
る

と
し
、
〈
論
理
V
を
〈
想
像
〉
に
改
め
て
い
る
。
学
祖
の
耶
蘇
教
批
判
の
焦
点
は
、
常
に
宗
教
を
成
立
さ
せ
る
論
理
性
の
薄
弱
に
お
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か
れ
て
い
た
の
で
、
〈
想
像
〉
に
お
き
か
え
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
論
理
性
の
有
無
に
よ
っ
て
、
真
理
の
有
無
を
決

定
す
る
学
祖
の
論
法
は
、
耶
蘇
教
が
無
論
理
性
（
論
理
の
薄
弱
）
の
故
に
、
真
理
な
ら
ざ
る
宗
教
で
あ
る
と
断
ず
る
ほ
ど
に
、
論
理

を
批
判
の
軸
に
お
き
、
一
貫
し
た
論
理
主
義
の
立
場
か
ら
、
耶
蘇
教
の
神
が
想
像
上
の
主
宰
神
で
あ
る
が
故
に
矛
盾
撞
着
を
宿
し
て

い
る
こ
と
を
論
護
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仏
教
信
仰
に
お
け
る
〈
普
遍
ノ
理
体
（
神
）
〉
　
（
五
十
五
節
）
こ
そ
論
理
的
に
護
明
す

る
こ
と
の
で
き
る
主
宰
神
「
仏
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
仏
教
の
優
位
性
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
祖
の
排
耶
（
破
邪
）
論
は
、
護
法
に
も
と
つ
く
主
観
的
な
感
情
や
浅
薄
な
邪
教
観
で
は
な
く
、
学
的
理
論
の
上

に
築
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
独
自
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
と
り
あ
げ
る
宗
教
の
類
型
の
問
題
も
、
学
祖
の
破
邪
論
に
関
係
す
る
留
意
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
『
宗

教
新
論
』
に
は
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。
本
書
の
序
文
に
、
〈
宗
教
新
論
ト
云
フ
ハ
世
人
一
般
二
宗
教
ヲ
解
シ
テ
情
感
的
ノ
モ
ノ
ト

為
ス
ヲ
以
テ
余
ハ
之
二
反
シ
テ
宗
教
ニ
ハ
智
力
的
ノ
一
種
ア
ル
コ
ト
ヲ
論
明
セ
ル
ニ
由
ル
世
界
中
現
今
存
ス
ル
所
ノ
宗
教
二
就
テ
之

ヲ
視
ル
ニ
智
力
的
ノ
宗
教
ハ
猫
リ
佛
教
ア
ル
ノ
ミ
其
他
ハ
皆
情
感
的
ノ
宗
教
ナ
リ
〉
と
説
く
よ
う
に
、
宗
教
を
智
力
的
と
情
感
的
と

に
分
類
す
る
理
解
（
認
識
）
の
し
か
た
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
学
祖
は
、
本
書
に
次
の
よ
う
な
論
述
を
遺
し
て
い
る
。

　
今
佛
教
ト
耶
蘇
教
ト
ニ
ツ
イ
テ
其
関
係
ヲ
考
フ
ル
ニ
佛
教
ハ
智
力
的
ノ
宗
教
、
耶
蘇
教
ハ
情
感
的
ノ
宗
教
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ

　
何
者
佛
教
ハ
哲
学
ノ
原
理
二
基
ツ
キ
論
理
ノ
規
則
二
従
フ
テ
立
テ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
所
謂
知
リ
テ
後
信
ズ
ル
モ
ノ
ナ
リ
其
教
二
立

　
ツ
ル
所
ノ
佛
モ
未
来
モ
地
獄
モ
極
楽
モ
固
ヨ
リ
単
純
ノ
想
像
情
感
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
然
ル
ニ
耶
蘇
教
ハ
其
天
帝
ノ
想

　
像
主
宰
ヲ
説
ク
ヤ
固
ヨ
リ
想
像
ヨ
リ
生
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
全
ク
畏
耀
ノ
情
ノ
護
達
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
外
ナ
ラ
ス
即
チ
其
所
謂
天
帝

　
ハ
至
大
無
上
ノ
智
力
意
志
ヲ
有
シ
テ
能
ク
此
世
界
ヲ
創
造
シ
能
ク
此
生
類
ヲ
主
宰
シ
我
人
ノ
賞
罰
禍
福
皆
其
意
二
出
テ
サ
ル
ハ
ナ

　
シ
而
シ
テ
我
人
ハ
其
力
ヲ
畏
灌
ス
ル
ノ
心
ア
ル
ヲ
以
テ
其
教
ヲ
崇
信
ス
ル
ニ
至
ル
ナ
リ
且
ツ
其
至
大
無
上
ノ
智
力
意
志
ノ
如
キ
ハ
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全
ク
我
人
ノ
想
像
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
而
シ
テ
論
理
上
其
真
否
ヲ
謹
明
ス
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
ト
錐
モ
論
シ
テ
神
秘
奇
怪

　
ノ
鮎
二
至
レ
ハ
是
レ
理
外
ノ
理
ニ
シ
テ
此
教
ヲ
信
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
知
ル
能
ハ
ス
ト
云
フ
是
レ
余
カ
所
謂
信
シ
テ
後
知
ル

　
モ
ノ
ナ
リ
故
二
耶
蘇
教
ハ
情
感
的
ノ
宗
教
ナ
リ
ト
知
ル
ヘ
シ
（
十
一
節
）

若
シ
情
感
的
ノ
宗
教
中
二
在
テ
之
ヲ
視
レ
ハ
耶
蘇
教
ハ
其
以
前
ノ
情
感
的
ノ
宗
教
二
比
ス
レ
ハ
大
二
完
全
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
情

感
的
宗
教
中
最
モ
発
達
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
若
シ
又
今
日
ニ
ア
リ
テ
之
ヲ
視
レ
ハ
西
洋
ノ
文
化
大
二
起
リ
東
洋
ノ

　
文
化
大
二
衰
ヘ
タ
ル
ヲ
以
テ
完
全
ノ
智
力
的
宗
教
ノ
佛
教
ハ
却
テ
外
面
二
下
等
ノ
情
感
的
ノ
形
状
ヲ
示
シ
情
感
的
宗
教
ノ
耶
蘇
教

　
ハ
之
二
種
々
ノ
理
論
ヲ
附
会
シ
テ
智
力
的
ノ
宗
教
ヲ
装
フ
ニ
至
ル
是
ヲ
以
テ
世
人
ハ
佛
教
ハ
下
等
ノ
宗
教
ニ
シ
テ
耶
蘇
教
ハ
上
等

　
ノ
宗
教
ナ
リ
ト
評
ス
ル
者
ア
レ
ト
モ
是
レ
唯
外
面
ノ
浅
見
ニ
シ
テ
其
内
部
二
入
テ
之
ヲ
観
レ
バ
佛
教
ハ
純
然
タ
ル
智
力
的
ノ
宗
教

　
ニ
シ
テ
耶
蘇
教
ハ
全
ク
情
感
的
ノ
宗
教
ナ
ル
コ
ト
容
易
ク
判
知
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
（
十
三
節
）

　
然
ル
ニ
宗
教
ニ
ハ
智
力
的
ト
情
感
的
ノ
ニ
種
ア
リ
テ
佛
教
ハ
智
力
的
ノ
宗
教
ニ
シ
テ
耶
蘇
教
ハ
情
感
的
ノ
宗
教
ナ
リ
ト
ス
ル
ト
キ

　
ハ
通
俗
ノ
宗
教
ハ
耶
蘇
教
二
定
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
フ
モ
ノ
ア
ラ
ン
余
之
二
答
ヘ
テ
佛
教
ハ
智
力
的
ノ
宗
教
ナ
レ
ト
モ
亦
其
中

　
二
情
感
的
ノ
一
門
ア
リ
テ
耶
蘇
教
ニ
ヨ
ラ
サ
ル
モ
通
俗
ノ
宗
教
ヲ
立
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ナ
リ
是
レ
佛
教
二
聖
道
浄
土
ノ
ニ
門
ア
リ

　
テ
聖
道
門
ハ
智
力
的
宗
教
ナ
リ
浄
土
門
ハ
情
感
的
宗
教
ナ
リ
此
二
門
ア
ル
ヲ
以
テ
佛
教
ハ
賢
愚
利
鈍
八
萬
ノ
諸
機
諸
類
ヲ
シ
テ
蓋

　
ク
一
味
ノ
安
楽
二
住
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ナ
リ
耶
蘇
教
ハ
之
二
反
シ
テ
情
感
的
一
邊
ノ
宗
教
ナ
ル
ヲ
以
テ
一
方
二
便
ナ
ル
モ
他

方
二
不
便
ナ
ル
ノ
憂
ナ
キ
ニ
非
ス
且
ツ
其
勢
往
々
智
力
ノ
発
達
ヲ
害
シ
学
問
ノ
進
歩
ヲ
妨
グ
ル
ノ
例
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
（
五
八
節
）

　
こ
の
よ
う
な
『
宗
教
新
論
』
の
論
述
に
お
い
て
、
宗
教
の
性
格
を
智
的
と
情
的
と
い
う
二
傾
向
（
二
類
型
）
に
分
類
し
、
仏
教
で

は
、
聖
道
門
と
浄
土
門
に
区
別
し
て
い
る
が
、
問
題
な
の
は
、
智
的
宗
教
を
上
等
で
高
級
と
し
、
情
的
宗
教
を
下
等
で
通
俗
で
あ
る

と
い
う
よ
う
に
価
値
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
信
仰
に
上
等
下
等
、
高
級
通
俗
の
別
を
お
い
て
評
価
す
る
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
が
、
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理
論
を
尊
び
、
徹
底
的
に
論
理
で
思
考
す
る
学
祖
に
と
っ
て
は
、
華
厳
・
天
台
・
倶
舎
・
唯
識
な
ど
の
聖
道
門
が
、
堅
固
な
教
理
に

支
え
ら
れ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
そ
こ
に
宗
教
学
と
し
て
の
優
位
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
『
宗
教
新
論
』
で
、
〈
情
感
的
ノ
宗
教
ヨ
リ
之
ヲ
視
レ
ハ
耶
蘇
教
ハ
完
全
ノ
宗
教
ナ
ル
ニ
似
タ
レ
ト
モ
若
シ
智
力
的
ノ
宗
教
ヨ
リ

之
ヲ
視
レ
ハ
今
日
ノ
世
界
二
存
ス
ル
所
ノ
諸
教
中
仏
教
独
リ
完
全
ノ
宗
教
ナ
ル
ヲ
知
ル
〉
（
六
節
∀
、
　
〈
宗
教
ハ
信
ヲ
以
テ
本
ト
ス
ル

モ
其
信
ニ
ハ
情
感
的
ノ
信
ト
智
力
的
ノ
信
ト
ノ
ニ
種
ア
リ
テ
一
ハ
道
理
分
別
ナ
ク
唯
一
心
二
信
ス
ル
ノ
ミ
之
ヲ
通
俗
ノ
信
ト
言
フ
即

チ
情
感
的
ノ
信
是
レ
ナ
リ
一
ハ
道
理
ヲ
究
メ
論
理
ヲ
尽
ク
シ
テ
後
発
生
ス
ル
所
ノ
信
ナ
リ
之
ヲ
学
者
ノ
信
ト
ス
即
チ
智
力
的
ノ
信
是

レ
ナ
リ
先
キ
ニ
述
フ
ル
所
ノ
信
シ
テ
後
知
ル
ノ
信
ハ
情
感
的
ニ
シ
テ
知
リ
テ
後
信
ス
ル
ノ
信
ハ
智
力
的
ナ
リ
〉
（
三
十
四
節
）
と
の

断
定
を
下
し
、
智
力
的
宗
教
は
A
学
者
ノ
信
〉
で
あ
る
と
し
て
、
情
感
的
宗
教
（
信
）
を
、
無
智
な
民
衆
の
宗
教
の
座
に
お
く
こ
と

に
な
っ
た
．
．
そ
れ
に
対
し
て
、
特
に
聖
道
門
を
軸
と
す
る
智
力
的
宗
教
の
仏
教
が
、
綿
密
な
論
理
的
構
成
か
ら
成
立
す
る
こ
と
に
お

い
て
、
仏
教
は
完
全
な
る
宗
教
で
あ
り
、
耶
蘇
教
は
不
完
全
な
宗
教
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
四

聖
の
こ
と
も
問
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
宗
教
哲
学
者
と
し
て
の
学
祖
は
、
崇
敬
す
る
世
界
の
聖
人
賢
者
と
し
て
四
聖
を

選
び
、
孔
子
・
釈
迦
・
ソ
ク
ラ
テ
ス
・
カ
ン
ト
を
師
表
と
し
た
。
キ
リ
ス
ト
に
代
っ
て
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
カ
ン
ト
を
あ
げ
た
こ
と
は
、

徹
底
し
た
論
理
主
義
を
貫
こ
う
と
さ
れ
た
哲
学
者
と
し
て
の
学
祖
の
信
条
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
キ
リ

ス
ト
教
を
情
感
的
宗
教
と
す
る
学
祖
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
を
加
え
な
か
っ
た
こ
と
に
は
、
や
は
り
破
邪
意
識
が
底
流
に

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
。
な
お
一
言
つ
け
加
え
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
理
論
と
し
て
の
宗
教
学
と
実
践

と
し
て
の
信
仰
を
、
学
祖
は
明
確
に
区
別
し
て
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
批
判
も
、
理
論
に
中
心
を
お
い
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
破
邪
論
の
出
発
点
と
な
っ
た
『
破
邪
新
論
』
や
、
結
論
と
み
ら
れ
る
『
宗
教
新
論
』
に
お
い
て
、
厳
密
な

論
理
的
分
析
と
裁
断
に
よ
っ
て
、
鈴
木
正
三
の
再
来
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
、
画
期
的
な
キ
リ
ス
ト
教
批
判
を
試
み
た
こ
と
は
、
特
筆
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明治時代における＃二1二学祖のキリ7、ト教批判の考察

す
べ
き
企
て
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
提
起
し
た
い
問
題
は
、
聖
書
へ
の
学
祖
の
対
応
で
あ
る
。
学
祖
が
比
較
考
察
の
対
象
と
し
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
か

教
で
は
新
旧
約
聖
書
に
中
心
が
お
か
れ
、
聖
書
は
、
伝
承
や
記
録
を
編
纂
整
理
し
た
信
仰
の
歴
史
や
謹
し
教
理
を
伝
え
る
書
で
は
あ

っ
て
も
、
組
織
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
の
書
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
を
組
織
し
た
キ
リ

ス
ト
教
神
学
論
と
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
聖
書
そ
の
も
の
の
解
釈
的
批
判
は
可
能
で
あ
っ

て
も
、
情
感
的
宗
教
と
み
な
す
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
、
仏
教
の
教
典
と
同
様
に
論
理
的
な
分
析
や
検
討
を
試
み
る
こ
と
が
妥
当
で

あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
情
感
的
な
宗
教
に
つ
い
て
、
学
祖
は
こ
れ
に
、
低
い
評
価
を
与
え
た
が
、
い

か
な
る
宗
教
宗
派
に
お
い
て
も
、
信
仰
の
芽
生
え
は
、
一
部
の
有
識
者
に
よ
る
宗
教
論
理
の
受
容
理
解
に
よ
っ
て
生
ず
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
情
感
を
通
し
て
生
ま
れ
育
つ
の
が
、
人
間
一
般
の
本
来
の
あ
り
か
た
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
や
浄
土
宗
を
、

信
仰
が
先
行
し
、
教
理
の
論
理
構
成
が
不
備
で
不
足
し
て
い
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
情
感
的
宗
教
で
あ
り
通
俗
的
で
あ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ

る
こ
と
に
つ
い
て
も
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
〈
イ
エ
ス
は
（
中
略
∀
哲
学
的
理
論
は
説
か
な
か
っ
た
。
（
中
略
）

旧
約
・
新
約
聖
書
の
な
か
に
は
「
哲
学
的
空
白
」
と
で
も
名
づ
け
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
れ
ら
聖
書

が
暗
黙
の
哲
学
を
含
ん
で
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
∨
と
い
う
よ
う
に
、
『
新
約
聖
書
』
に
み
ら
れ
る
パ
ウ
ロ
の
神
学
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
論
理
構
造
の
中
枢
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
浄
土
門
の
親
鷺
に
お
い
て
も
、
『
教
行
信
諸
』
は
、
宗
教
哲
学
に
お
け
る
親

鷺
の
論
理
主
義
を
う
か
が
う
に
た
る
述
作
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
学
祖
の
破
邪
論
が
、
明
治
初
期
と
い
う
こ
の
啓
蒙
時
代
の
日
本
の
知
的
状
況
の
な
か
で
、
そ
の
↓
貫
し
た
論
理

的
批
判
主
義
の
厳
格
な
姿
勢
の
も
と
に
近
代
批
判
を
試
み
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
学
究
者
の
典
型
で
あ
り
、
学
問
の
大
き
な
進
歩
で
あ

る
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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附
記
（
こ
の
調
査
研
究
に
あ
た
り
、
研
究
助
成
課
の
御
援
助
と
と
も
に
、
磯
村
英
一
前
学
長
の
御
教
示
、

　
　
一
郎
氏
の
御
配
慮
に
対
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
）

ま
た
天
理
図
書
館
の
宮
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

〔
註
〕

ω
　
学
祖
の
著
作
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
本
文
に
句
読
点
が
無
く
、
仮
名
に
濁
点
を
欠
く
と
こ
ろ
多
い
た
め
に
、

記
載
す
る
こ
と
と
し
た
。
明
ら
か
に
誤
字
と
わ
か
る
漢
字
は
、
こ
れ
を
訂
正
し
た
。

②
　
＝
o
「
＜
m
ヵ
○
＝
°
。
°
・
Φ
芦
　
［
①
O
o
コ
白
。
価
o
o
宮
⑲
［
…
窒
o
o
　
（
中
島
公
子
訳
『
キ
リ
ス
ト
教
思
想
』
）

そ
の
ま
ま
に


